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開  会   午前１０時４５分 

○議長（田中 修） 本日は本会議、大変ご苦労さんでございました。 

  今期定例会は６月９日に開会以来、本日までの１５日間にわたりまして、平成２８年

度一般会計補正予算をはじめ条例関係など提案されました５議案全て付託されました委

員会において、各委員の真剣な審議によりまして議了することができました。本日をも

って無事に閉会できましたことは、ひとえに議員各位のご協力によるものでありまして、

厚くお礼を申し上げます。 

  また、町長はじめ行政側におかれましても大変ご苦労さまでございました。ここで町

長から挨拶をいただきたいと思います。町長。 

○町長（西谷信夫） 先刻は６月９日より開催されました６月定例会も本日をもって閉会

していただきました。本当にありがとうございました。また、ご提案申し上げました議

案につきましても、原案どおりご可決をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

  またこの間、両常任委員会の正副委員長様はじめ補正予算特別委員会におきましては、

垣内委員長、上林副委員長におきまして大変ご苦労いただきましたことに心から感謝を

申し上げます。 

  大変、本会議の後お疲れのところとは存じますけれども、また全員協議会を開催して

いただきましてご苦労さまでございます。本全員協議会につきましては、行政諸報告と

いたしまして、平成２７年度の決算速報と、そして地方創生の取り組みにつきまして報

告をさせていただきたいと存じます。どうぞよろしくお願い申し上げ、開会に当たりま

してのご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（田中 修） ありがとうございました。 

  それでは、ただいまから全員協議会を開催いたします。 

  会議はお手元に配付しております会議日程により進めさせていただきます。 

  これより議事に入ります。 

  日程第１、行政諸報告。平成２７年度決算速報数値について説明を求めます。奥谷企

画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） ご苦労さまでございます。 

  私のほうからは、平成２７年度各会計決算収支の状況、速報値ということで、このＡ

４横長のもの、１枚物を用いましてご報告申し上げたいと存じます。よろしいでしょう

か。 

  まず、上段、一般会計から申し上げさせていただきます。 
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  歳入総額４７億３９５万６，８０５円に対しまして、歳出総額が４５億１，３５２万

６，２６１円となりまして、歳入歳出差し引きが１億９，０４３万５４４円となりまし

た。このうち翌年度に繰り越すべき財源１，２８７万８，０００円を引きまして、実質

収支が１億７，７５５万２，５４４円となるものでございまして、前年の実質収支との

比較であります単年度収支は３，７００万５，１６９円となります。なお、積立金とい

たしまして８，４８２万５，３２８円を積み立てさせていただきまして、逆に２億円の

積立金取り崩しをさせていただきましてので、最終的に実質単年度収支、一番右欄でご

ざいますけれども７，８１６万９，５０３円のマイナスとなるものでございます。 

  続きまして、国民健康保険特別会計でございますが、歳入総額１３億６，７５６万

３，８７１円、歳出総額１４億２，６７６万６，３１２円、差し引き５，９２０万

２，４４１円のマイナスとなりまして、実質収支も同額となるものでございます。 

  なお、国民健康保険特別会計に関しましては、繰り上げ充用をさせていただいておる

ものでございますが、単年度収支は７１１万４，１３２円のプラスとなりまして、積立

金１，０００万円と合わせまして実質単年度収支は１，７１１万４，１３２円となるも

のでございます。 

  続きまして、後期高齢者医療特別会計でございます。 

  歳入総額９，３０８万３，６０７円に対しまして、歳出総額９，２１６万

２，４５９円、差し引き９２万１，１４８円となりまして、実質収支も９２万

１，１４８円となるものでございます。単年度収支といたしましては３万３，９３１円

のマイナスとなりまして、実質単年度収支も３万３，９３１円のマイナスとなるもので

ございます。 

  続きまして、介護保険特別会計でございます。 

  保険事業とサービス事業を合計いたしました上段でご説明を申し上げます。 

  歳入総額７億５，５１７万７，２４７円、歳出総額７億２，４３２万２，７６６円と

なりまして、差し引き３，０８５万４，４８１円、実質収支も同じく３，０８５万

４，４８１円となるものでございまして、単年度収支は２，００５万４４７円、そして

積立金が４万７，３９０円となりまして、実質単年度収支は９万７，８３８円のプラス

となるものでございます。 

  公共下水道事業特別会計でございます。 

  歳入総額９億７，２８８万７，６０２円に対しまして、歳出総額９億６，６３５万

５，３６０円、差し引き６５３万２，２４２円となりまして、実質収支も同じく
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６５３万２，２４２円になるものでございます。単年度収支は３４万４，１３８円のマ

イナスとなりまして、実質単年度収支も同じく３４万４，１３８円のマイナスとなるも

のでございます。 

  続きまして、企業会計、水道事業会計につきましてご説明申し上げます。 

  一番下の段になりますけれども、まず収益的収支の中の税込み部分でございます上段

のほうをまずご説明申し上げます。 

  歳入総額が３億３６０万２，１１５円に対しまして、歳出総額が２億７，６２７万

９，６６８円、歳入歳出差し引き２，７３２万２，４４７円となりまして、純計も

２，７３２万２，４４７円となるものでございます。 

  下段に移りまして資本的収支の、これも税込み部分、上段をご説明申し上げます。 

  歳入総額１，５２３万８，３２０円、歳出総額１億５，９５８万４，０１７円、歳入

歳出差し引きが１億４，４３４万５，６９７円のマイナスとなりまして、純計もマイナ

ス１億４，４３４万５，６９７円となるものでございまして、これの補塡財源といたし

まして損益勘定留保資金から１億４，０１８万３，４８１円、そして消費税、資本的収

支調整額から４１６万２，２１６円を充てさせていただいておるものでございます。 

  以上、現時点での各会計におけます決算速報値をご報告申し上げました。今後再度精

査いたしまして、改めて決算としてご報告を申し上げたいと存じますのでよろしくお願

いを申し上げます。以上でございます。 

○議長（田中 修） ただいまの説明につきまして何かございませんか。稲石議員。 

○議員（稲石義一） 二、三聞いておきたいんですけれども、速報値ということですので、

確定すればまた決算調書として出てきますので、またその折、９月定例会でやらせてい

ただきますけれども、一般会計ですけれども、こういう決算をされて実質単年度収支が

７，８００万の赤字ということになっていますけれども、それは２億円を取り崩した結

果そういうふうになっとるんで、ただ、１億７，０００万の実質収支黒字が出とるんで、

この辺の会計のやりくりからすれば２億円を潰さんでも１億７，０００万も出とるんや

から３，０００万ぐらい潰しておいたら、それで収支とんとんになっとったわけやな。

だから、その財調のやりくり、Ｇの欄で前年度の剰余金を半分積んで、なおかつ基金に

たまったやつを２億円取り崩してやりくりをしておるという、こういう財政の運用の仕

方というのは基本的にいいのかどうか、決算収支を見ながら３月末現在で基金を本当に

取り崩さんなんかどうかというところをきちっと見定めて基金のやりくりをすべきやと

思うんですけれども、いかがでしょうか。 
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○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） おっしゃるとおり、前年度の決算に伴いますその積立金の

あり方、また逆に積立金の取り崩し、相互に関連いたしますが、できるだけ全体を把握

していただく。また、私どももしっかりそれを踏まえ執行していく部分からも今回こう

いう形という決算をさせていただきましたが、今後も十分私どもも研究する中、そのあ

たり判断またさせていただければと考えておるところでございます。以上でございます。 

○議長（田中 修） 稲石君。 

○議員（稲石義一） 外づらで言えば、実質単年度収支が７，８００万、約８，０００万

の赤字いうたら、この４５億の歳出総額の中でいうたら非常に大きな赤字やったという

ことになるんやけども、それは基金のやりくりだけの話でそんなもんが表に出て行くい

うことになるんで、もう尐し単年度実質収支を小さくするための運用みたいなものをき

ちっとやっとかんとあかんのかなというふうに思います。 

  また、財調の残高についてもいろいろ意見は言わしてもうているんですけれども、こ

の結果、２７年度末の財調の基金は幾らを見込んでおられるですか。もうこれは確定し

たと思うんですけれども、３月末の財調の額。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） 財政調整基金の残高でございます。平成２７年度末現在高

を申し上げます。１１億７，７７４万８０４円でございます。以上でございます。 

○議長（田中 修） 稲石君。 

○議員（稲石義一） そうしますと、２億円を潰さんと１億３，０００万ほど潰しておい

たら、ここにまたその分が本当は積み上がっとったいうことやから、１３億

５，０００万ほどが残ったみたいな形になるんで、１４億がちょっとずつ尐なくなって

いきますよということになるんで、それは持ち過ぎちゃうかいなというて言うているん

で、そのことからすれば、もっと事業をこういう黒字体質にせずに事業のほうを膨らま

せたらこんな結果にはならん。２億円潰すんやったら２億の総見合額の歳出をきちっと

組んで、歳出を膨らまして住民福祉の向上に役立つような事業メニューをきちっと創意

工夫の中でつくっていくことのほうが大事。その辺についてはどのようにお考えですか。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） おっしゃるとおりかと存じます。取り崩しに際しましても

しっかり私どもの施策に充当するべく取り崩して施策につなげていく。また、今後のい

ろんな私どもの大きな事業も考えますと、一定額の基金残高も必要かと存じます。その
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あたり十分に我々財政をお預かりする身といたしましても十分研究いたしまして、将来

を見越した適切な事業執行、計画に努めていきたいと考えております。以上でございま

す。 

○議長（田中 修） 稲石君。 

○議員（稲石義一） 次に、介護保険の特別会計でちょっとお聞きしますけれども、この

実質収支が３，０００万で、前年度が１，０００万の黒字でしたんで、単年度収支が

２，０００万ということになっとるんですけれども、これ介護保険の事業計画からいう

たら、２７年度は最終年度やったかな、３カ年計画の。その辺、ちょっとわかりますか。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） ２７年度からの３カ年ということで、２７年度は１年目と

いうことになります。以上でございます。 

○議長（田中 修） 稲石議員。 

○議員（稲石義一） そうしますと、この２，０００万が３，０００万の実質収支で、前

年度からの分を差し引きすると単年度が２，０００万の黒字になっていますけれども、

これはそういう形で、初年度は２，０００万ぐらいの黒字にしておいて、３カ年で収支

とんとんにするということになるんで、ボリュームがだんだん２７、２８、２９と歳出

が進みますんで、当初からこういう２，０００万を見込んで、黒字を見込んで次の年が

その黒字を食い潰して、最終年度も食い潰して収支ゼロにするというのが３カ年の計画

の趣旨かなと思ったりするんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） おっしゃるとおり、３カ年計画の中で収支が均衡するよう

な形を見込んで計画が立てられておるものだと認識しております。ただ、結果的に初年

度ということで、今年度につきましては約２，０００万の単年度収支プラス黒字になっ

たということでございますが、おっしゃるとおり、そういう３カ年の中でとんとんにな

っていければと考えておるところでございます。以上でございます。 

○議長（田中 修） 稲石議員。 

○議員（稲石義一） また詳しくは決算でやりますけれども、そういう仕組みになっとる

という理解はしておきます。 

  最後、水道会計の資本的収支の一番下段ですけれども、補塡財源として１億

４，０００万、へこんだんで１億４，０００万の留保資金を補塡財源に使いましたよと

いうことになっとるんですけれども、この年度の２７年末の留保資金は幾らあるのか、
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それだけちょっと聞いときたいと思います。尐し持っていたほうが安心できますんで、

資本の分をいろんな投資に使うとすれば結構赤字になるんで、その留保資金から補塡す

るというのが企業会計のやりくりですんで、その残高が今幾らになっとるんかお聞きし

ます。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） この水道事業会計におけます補塡財源でございますけれど

も、２７年度末現在高で申し上げますと約１億９，０００万円となってございます。

年々減ってきておるのは事実でございます。そのあたり今後の財政運営とも水道担当課

とも協議の上、そういう執行をしてまいればと考えております。以上です。 

○議長（田中 修） 稲石君。 

○議員（稲石義一） １億９，０００万、またこれも決算でやりますので。１億

９，０００万の留保資金が今のところ残っていると、それで理解しました。以上で終わ

ります。 

○議長（田中 修） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） ないようでございますので、次に進みます。 

  宇治田原町における地域創生の取り組みについてについて説明を求めます。奥谷企画

財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） 引き続きまして、今度は私のほうから宇治田原町における

地域創生の取り組みについてということで、カラー物のＡ３、１枚物をご用意させてい

ただきました。これまでより皆様方には総合計画、また総合戦略の計画策定、いろいろ

ご議論いただいたり、また国の動向を踏まえました私どもの補正予算等につきましてい

ろいろご説明申し上げてまいったところでございますが、２７年度末をもちまして計画

も策定できまして、今後それに向けて執行していく中、これまでの経緯なり今後の方向

性等につきまして、国の動向も踏まえ全体的なイメージ図ということで今回お示しさせ

ていただきました。今後もいろいろまたご協議させていただくことになろうかと思いま

すが、現時点での全体的なイメージをお持ちいただきたいと考えまして、このような資

料をつくらせていただいたところでございます。簡単でございますが、私のほうからご

説明申し上げます。 

  この図でございますけれども、上段のほうには私どもの総合計画、また、まち・ひ

と・しごと創生総合戦略の計画のこれまでの流れを書かせていただきまして、一番下に
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は国等の動向を年次的に書かせていただきまして、ちょうど真ん中ほどに国の流れ、ま

た本町の計画を踏まえたこれまでお願いしてまいりました補正等を踏まえた事業執行状

況につきまして、中ほどに書かせていただいておると、そういうようなイメージでごら

んいただければと存じます。 

  それでは、まず私のほうからですが、一番下の国等の動向というところからまずごら

んいただきたいと存じます。 

  こちらにもございますように、平成２６年５月に日本創成会議が全国の市町村の消滅

可能性都市ということで公表されまして、幸いには本町はここの中には含まれなかった

んですけれども、日本全国の市町村において人口が減っていく中、消滅の可能性もある

という非常にショッキングな内容であったわけでございますけれども、そういうことも

踏まえまして国では２６年９月にまち・ひと・しごと創生本部を設置されまして、

１１月にはまち・ひと・しごと創生法が公布・施行されました。これに合わせまして、

国では２７年度中に全国の各自治体で地方版総合戦略を策定しなさいと。また以降国に

おいてはいろんな財政支援もしていくんで、その推進支援をしていくんで、市町村、力

を合わせて地方創生へ取り組むようにというような流れでずっとこれまで来ておるとこ

ろでございます。 

  それで、今度は本町のほうに目を向けていただきまして、上段のほうをごらんいただ

きたいんですけれども、本町、折しも第４次まちづくり総合計画の基本計画の満了を平

成２７年度末で迎える予定でございましたことから、平成２６、２７、この２カ年をか

けまして、第５次のまちづくり総合計画の策定に努めてまいったところでございます。

その時期を同じくして、先ほどの国の地方版総合戦略の策定も２７年度中には仕上げな

さいということで、本町ではこの２つの計画を一体的に進めてまいりまして、先般

２８年３月に議会のご可決もいただく中、第５次まちづくり総合計画とまち・ひと・し

ごと創生総合戦略を策定させていただきまして、いよいよ２８年度からそれに向けた施

策を講じておるというような状況でございます。 

  ちなみにそれぞれの計画期間等でございますけれども、総合計画につきましては、全

体を平成３７年度までの１０年間の基本構想、目標年次といたしまして、２８年から

３１年のこの４年間を前期基本計画期間とさせていただいております。まち・ひと・し

ごと創生総合戦略につきましては、２７年から３１年の５年間をこの戦略計画期間とい

たしまして、ちょうど総合計画と整合性を図って推進していこうとするものでございま

す。 
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  なお、この総合戦略の中では本町の人口ビジョンを、平成５２年度を目標といたしま

して人口１万人という目標を掲げておるところでございまして、この総合計画・戦略、

それぞれ一体的に策定いたしました結果、３つの大きな基本目標といたしまして、ここ

にございますように、「まちの活力」、これは町に若者を呼び込んで働く場を確保して

いこうと。また、「うじたわらっ子育み」、若い世代の希望をかなえ、元気なうじたわ

らっ子を育むというような施策。そして３つ目、「安心・住みよいまち」、地域で見守

って安心で暮らしやすい町をつくっていこうと、こういう大きな３つの基本方針を定め

まして、これをそれぞれ独立した施策として行うのではなくて、これらを連携するため、

まず多くの人々に本町を知っていただいて、来ていただいて、町内に住んでいただこう

と。住んでいただいた方が結婚して子どもを生んでいただいて、子育てしやすい環境を

形成していこうと。また、住んでいただいた方を地域全体で見守ることによって安心・

住みよいまちづくりにつなげていこうというような、こういう一連の政策パッケージと

して取り組んでいこうということで計画を策定してまいったところでございます。 

  これらの国の動向、また本町の計画策定を受けまして、これまでに国の交付金等を受

けまして実施してきた内容を大きく３つ掲げさせていただいております。小さな字でち

ょっと申しわけないんですけれども、まず、一番最初が２６年度の補正をお願い申し上

げた平成２７年３月議会で補正をお願い申し上げました。まず一番最初のこの地域活性

化・地域生活等緊急支援交付金、我々は先行型と呼んでおりますけれども、補助率が

１０分の１０でございました。当時地方創生先行型といたしまして予算計上させていた

だきましたように、空き家の実態調査事業ですとか、婚活支援事業、また地域ブランド

育成等応援事業など７事業を計上させていただきまして、国の交付金は２，０６３万

９，０００円を充当させていただいております。 

  それと、もう一つが地域消費喚起・生活支援型ということで、これはご存じのプレミ

アム商品券の発行事業等でございまして、交付金の充当額ですけれども１，３３８万

２，０００円を充当させていただいて事業を実施させていただいたものでございます。 

  その次に、先般の２８年３月補正をお願い申し上げましたのが、第２段となります、

今度は地方創生加速化交付金というものでございまして、これも補助率１０分の１０で

ございます。当時ご説明申し上げましてご可決賜りましたように、大きく３つの分野、

移住・定住促進事業ということで、ハートのまちのＰＲ、また生活交通ネットワークの

構築、またうじたわら学び塾の運営、そういうものに対しましては総額１，０２５万

９，０００円を充当させていただいて、これらを総合的に移住・定住につなげていこう
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という事業。 

  また、観光関連でございますけれども、お茶の京都ＤＭＯ地域活性化推進事業という

ことで、これは本町単独ではなくて広域的な連携を目指しておるものでございまして、

京都府を中心とする近隣市町との連携事業でございます。お茶の京都交流拠点整備等加

速化事業ですとか、おもてなし観光推進事業など５事業合わせまして３，６４０万円を

この交付金充当させていただいております。 

  また、相楽地域との広域連携ということで、インバウンド観光客を取り込む事業、古

寺巡礼バスツアーの事業として２５０万円を充当させていただいております。 

  それから、第３段目といたしまして、本日ご可決賜りました内容に入っておるんです

けれども、今度は推進交付金ということで、これは補助率が２分の１になります。ハー

ド事業部分には一定の起債充当もあるわけでございますけれども、ここで１点おわび、

ご訂正お願いを申し上げたい点がございます。実はこの一番右端、国予算が

２，０００億円と書いてございますが、申しわけございません、今申し上げましたよう

に、補助率が２分の１ということでございますので、国予算といたしましては半分の

１，０００億円で、これが事業費ベースになると国ベースでも２，０００億円となるも

のでございまして、国予算２，０００億円と書いておるのが誤りでございまして、国予

算は１，０００億円、事業費ベースで２，０００億円となるものでございます。その点

おわび申し上げます。ご訂正賜りますようお願い申し上げます。 

  今回６月補正でお願いいたしました、この観光まちづくり促進事業等につきましては、

４３５万円充当させていただいておりまして、こういう広域的に観光事業を図っていこ

うというものでございますが、今回のこの３回目、この推進交付金に関しましては、そ

れまでの２つにつきましては、それぞれ単年度の事業ということで実施してまいったわ

けでございますけれども、今回補正をお願いした件につきましては、地域再生法に基づ

く複数年の計画ということになります。したがいまして、現在京都府との広域連携事業

でこの事業を進めようとしておるところでございまして、国にも申請中でございますが、

観光、また今後移住・定住にもつながる施策ということで、今後５年間の計画として国

にお認めいただく中で計画的に進めていければと考えておるところでございます。 

  以上、概要をご報告申し上げました。特に今後も推進交付金の計画等につきましては、

今後また進捗状況に応じまして毎年見直ししていくことになってまいります。本町では

現在単独ではなくて、府の広域連携事業の中に取り込んでいただいて各事業を実施して

いこうとするものでございますけれども、また今後新たな事業等が出てまいりました際
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には、またご相談申し上げたいと、そういう中で本町の総合計画、また総合戦略を推進

してまいりたいと考えておりますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。以上

でございます。 

○議長（田中 修） ただいまの説明につきまして何かございませんか。今西議員。 

○議員（今西久美子） 町の取り組みということで、交付金を使っていただきながらいろ

いろやっていただいたわけですが、この２６年の補正、２７年の補正については実質

３月補正だったので、翌年度の実施ということになりました。だから２６年度の補正の

分が２７年度に実施をしていただいたと思うんですが、こういう取り組みをされた結果、

例えば空き家の実態調査はもう終わっているかと思うんですが、その結果がどうだった

のかとか、あと婚活支援についても実際幾つかのカップルが誕生したというご報告はあ

りましたけれども、その後本当に結婚されたのか、宇治田原に住まれているのかどうか

とか、そういう後追いの調査、それからもう一つ、プレミアム商品券については、かな

りの金額でしたけれども、これが本当に地域商品の喚起につながったのかどうか、商工

会が実施されましたので、購入された方にアンケートも配られたと思いますが、その辺

の結果、それはどこかでご報告なり公表なりしていただいているのかどうか、その点を

ちょっと教えてください。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） 議員お尋ねのとおり、この２７年３月補正というのは、実

質２７年度事業でございまして、まさに先ほど決算速報値を申し上げた項目に入ってこ

ようかと存じます。したがいまして、現在内容等につきましては、その成果等につきま

しては各担当課において取りまとめ等をしておるところでございます。これまでに空き

家とかでしたら、例えば所管の委員会等でご報告させていただいたケースもあろうかと

思いますが、それらも含めまして、また決算時におきましてそれぞれの事業報告という

形でご説明させていただければと考えております。以上でございます。 

○議長（田中 修） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。稲石議員。 

○議員（稲石義一） ちょっと順番に国の予算と本町の予算措置及びこの事業実施という

のをわかりやすく表にしていただきましたんであれですけれども、まず左からいきます

と、国の予算が１，４００億措置された折に、本町ではプレミアム商品券及び先行型の

事業を考えていただいて、大体事業費が５，０００万で交付金が１０分の１０となって

いますけれども、上乗せして５，０００万の事業費に対して３，４００万ほどの交付金
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をいただいたと。１つ漏れとんのが、上乗せで途中で国が３００億か何かしよったんや

けれども、この分は本町は何にももうてへんからゼロなんやね。私どもが八頭町のほう、

鳥取の八頭行ったときに、この３００億のものもかなりの額をもらうんやというような

報告も受けとったんやけれどもね、それで帰ってきて企画のほうに話しましたら、うち

は手を挙げてへんねやというようなことだったんで、そこがやっぱり手を挙げるか挙げ

へんかがそれぞれの地域の自治体の知恵比べやと私は思っているんで、そういうことは

外すことなくきちっとやってほしいなと思う。ここに３００億円が書いたらへんいうこ

とは、あなた方の頭の中にその３００億円をもらいに行くという頭がなかったんちゃう

かというふうに思わざるを得ませんので。 

  次の、この前の３月補正の加速化交付金については事業費が約５，５００万で

４，９００万、これはもうほぼ１０分の１０もうておられると。私言いたいのは、今回

の補正予算の８７０万の事業に対して４３５万円、８７０万に対してこれ２分の１やか

ら。これは国の予算、先ほどおっしゃったように１，０００億ですよね。事業費ベース

で言うたら２，０００億、これを同じような形でもらいに行ったら、先ほどの加速化交

付金の本年の３月と同じようにもらいに行っていたら４，９００万ほどの交付金をもら

って、１億ほどの事業ができとったん違うかいなと、この１，０００億をもらいに行っ

たらですよ。全国一律的に言えば４，０００万ぐらいの交付になるんやいうのがこの

３月補正予算のときの説明だったんです。その当時、本町は若干４，０００万より上乗

せした４，９００万をもらっておられる。これはこれで評価に値すべきなんですけれど

も、今回の６月補正の部分については、やはりもう尐し事業メニューをふやして、この

１，０００億を取りに行くという姿勢がないと、この４３５万じゃちょっと物足りんな

と。事業メニューはいっぱいフルに地方創生の戦略を見ればあるんで、やはり財源を確

保しながら事業推進するのが財政運営の基本でございますので、その辺については

２８年度の今回の６月補正についてどのように考えておられたのか。また、今後の取り

組みも含めて２９年度もこの交付金があるかどうかわかりませんけれども、どのような

取り組み、同じような状況じゃ困りますので、どのような考え方で今後取り組まれるの

か含めてお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） まずもって議員おっしゃるとおりということで私どもも認

識いたしております。２８年３月にはこれだけをとりに行ったにもかかわらず、今回の

６月補正には事業費ベースでも倍の８７０万しかないということに関しまして、国のほ
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うでは結構一定措置されておられるにもかかわらず、こんだけしか今申請できていない

というところは事実でございます。 

  確かに、内情を申し上げますと、今回の計画を上げるには、当初予算で上がっている

もの、もしくは６月補正予算で可決されているものということが条件でございましたの

で、そのあたりの通知がまいりまして日がなかったという言いわけ的にもなってしまい

ますが、そういう事情もある中で、私ども尐しでも採択されやすい方法、またどういう

新しい施策ができないかということで議論させていただきまして計上させていただいた

ところでございますが、議員ご指摘のとおり、今後の国の支援に呼応いたしまして、で

きるだけ私どもの計画を推進するためのよりよい具体的な施策の立案に向けまして、ま

た計画の変更も随時できるやも聞いておりますので、そういうところを私どももしっか

り研究議論する中、そういう施策の立案に努めてまいりたいと思いますので、何とぞご

理解賜りますようお願い申し上げる次第でございます。 

○議長（田中 修） 稲石君。 

○議員（稲石義一） いや、私なぜ２６年度の補正のことを言うたんか言いますと、その

１３カ月予算も２７年３月にされました。２７年度の本予算の中で国が３００億の上乗

せですよと、手挙げてくださいよと言うたときに、本町は手を挙げなかった。それはま

だ策定もきちっとできておらなかったので。ただ、３００を取りに行った。既に地方創

生の計画を策定しておったところはそれをもらいに行ったと、こういうことです。 

  ですから、それを追えば、その反省に立ったら今回、それは当初予算か６月補正予算

に計上されていることが条件ですよと。それを出して今審査しておるわけですね、国の

ほうは。９月にそのことの採択とか、そういうようなものの通知が来るわけです。そし

たら、尐しでもたくさんね、今回の８７０万でも不採択になる可能性があるわけです。

そしたらできるだけのメニューを、この地方創生でいろんな事業を考えられておるんで

すから、それをいっぱい考えて当初予算に計上しておいて財源がないといえども計上す

るか、それじゃ、今回財源がつくということですので今回に補正予算で盛ると。計画に

あるような事業を盛っていく。そして審査して不採択になればまた考えたらいいのであ

って、それを８７０万しか申請しなかったら、これはよそに全部持って行かれていると

いうこと、この１，０００億を。うちは４３０万しかもうてへん。この前の

４，９００万と大違いですよ。やらんなん事業がいっぱいあるということですからね。 

  この辺はやはり姿勢を考え直していただいて、せっかく２９年度以降の新交付金と言

われている分があるかないかわからへんですやん。なら、つけていただいたときにやは
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りどっと申請しておくと。同じような形でね、５，０００万ぐらいは確保するというの

が財政運営の基本じゃないかなと思う。それでまた、地方創生を進めていくためにはそ

ういうことが大変重要なところですので、全庁的にやはり事業メニューを募ってきちっ

と申請していかんと。このような状況やったら財源がなかったら地方創生進まへん。そ

れは何や言うたら、皆さん方の行政側のそれぞれ担当者の知恵がないということにつな

がっていきますやんか。もう一度ご答弁いただきたいと思います。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） ご指摘、しっかり私ども肝に銘じまして財政担当課、また

は事業執行課、全庁的にそういう議論を進めてまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（田中 修） 稲石議員。 

○議員（稲石義一） その財源とまた違う視点ですけれども、ここに書いている本部会議、

設置されました。２７年３月ですね。そして、外部委員会を設置は７月にされています。

その折に、本部とともに庁内のプロジェクトチームなんかも内部検討の意味で立ち上げ

もされています。これ今年の策定された４月以降に本部会議というのが、町長を本部長

とした会議なんですけれども、それを事業推進するために４月以降開催された、それで

どういう話をされたのか、そして内部のプロジェクトチームによる事業推進のためのい

ろんな話し合いも４月以降されていると思うので、それは何回されて、どういう話をさ

れたか。 

  もう一つは、この計画書に書いております宇治田原町ＰＤＣＡサイクルでやるという

のを推進体制のところにはいつも出てくるんです。こういう言葉好きなんかなと思って

おるんですけれども、で、結果的に聞いたらＰとＤとＣとＡがバラバラなんやね。その

都度私は聞いていますので、こういう計画については。プランはつくったもののドゥが

全然あらへんの違うか。それに対して庁内的にどうやってんねやというのが。それで、

あとＣとＡもよくわからない。言葉は必ず計画書のどこかに出てくるんです。私は推進

体制をやるためには本部会議と庁内プロジェクトチームの定期的な会議の開催、それと

外部による進行管理に対する進行管理体制をきちっとするための組織を立ち上げて、そ

こでチェックしてもらうと、こういう三すくみが大事やと思っているんですけれども、

その進行管理体制のための組織も立ち上げられたのかどうか、ちょっと聞いておりませ

んので、わかりませんので、４月以降の私が言いましたその３つについて、どのような

状況にあるんでしょうか。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 
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○企画財政課長（奥谷 明） まず、４月の委員会のご報告申し上げたかと存じますが、

まず、１点目のこの庁内の地域創生推進本部会議でございますが、この会議としての開

催はまだございません。かわるものといたしまして４月当初、新体制にもなりましたこ

とですから、所属長、管理職集めまして会議をしておりますが、その場で新年度、新計

画のもと地方創生、総計推進を徹底するようにということで、町長以下徹底をさせても

らったところでございます。 

  具体的な事業でございますけれども、私どもといたしましては、まず新年度始まりま

したものですから、各課の事務事業の進行管理ということで、各課ヒアリングをさせて

いただきました。今年度予算計上させていただいている施策等のスケジュール、課題、

進捗状況等につきまして各課ヒアリングをさせていただきまして、昨日、おとといです

か、そのヒアリングは副町長以下部長等出席させていただく中、先般町長にもその報告

をいたしまして、町長からの返しもまた各課へ今返そうとしておるところでございます。 

  それと、また庁内のプロジェクトチームでございます。各種地方創生等の関係でござ

います。私どもが所管しておりますプロジェクトチーム会議も本町のＰＲ事業とか、そ

ういう観点でございますが、茶ッピーとか、そういういろいろな複合した若手中心によ

りますプロジェクトチーム会議につきましては、既に今３回開催させていただきました。

引き続き内部での議論を進めていきたいと考えております。 

  それと、もう１点、外部のこの地域創生総合戦略会議でございますが、現在７月下旬

で第１回目の外部委員会を開催させていただきたく調整中でございます。イメージとい

たしましては、この計画策定の際にお世話になりました産官学金労言とそういうような

分野の方々に引き続きお入りいただく中、これまでの進行管理、また今後の展開等の議

論をしていただきたいと考えております。 

  それと、最後にＰＤＣＡサイクルの関係の流れでございますけれども、ちょうど私ど

もも今決算時期でございまして、前年度の施策評価を進めておるところでございまして、

決算に合わせまして各種評価をしていく中で、今後のまた予算要求等につなげてまいれ

ばと考えておりますので、その精査を今各課で進めてもらっておるところでございます。

以上でございます。 

○議長（田中 修） 稲石議員。 

○議員（稲石義一） そうですね、本部会議については４月の常任委員会で質問しました

ら、組織も変わりましたので、部長をはじめ管理職の第１回目の会議の折にそういうこ

とを周知徹底しましたというお答えがあったところを記憶しておるんですけれども、私
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はそれは管理職全員に対して第１回目の４月に町長が全員を集めてそういうような会議

をするのと本部会議とか、その目的とかその辺は異なるので、そういうようなものをき

ちっとして緊張感を持ってやることが重要ですよというふうに指摘はさせておいていた

だいたんですけれども、そういう正式な本部会議なるものをそれぞれの部長さんなり管

理職の方に召集の通知をやって、そのことで皆がそれぞれの資料を持ち寄って法外にや

っていくというのとは管理職会議でおろすのとは趣旨が異なるんです。だから、そうい

うことは何でそれぞれごとに会議があるんやったら、そんなんやったら管理職集めて話

しすりゃ、それ全部こんな本部会議みたいなん全部やめときゃええわけやから、そうい

うところはきちっと組織として対応するべきなんです。プロジェクトチームでも一緒で

す、それは。組織としてきちっと対応するんですから、庁内プロジェクトも何々プロジ

ェクト、何々プロジェクト、組み分けがされているというふうに思いますので、それぞ

れ担当するプロジェクトチームに入っておられる方のメンバーも異なると思いますので、

それは企画課のヒアリングの中でやっていますよということじゃだめなんです。それは

言うても仕方がないので、今後そういうことを指摘して、きちっと運営をやっていただ

けたらいいんですけれども。 

  あと、進行管理体制の部分については、総合戦略会議をこれに置きかえて全員の方々

をそのまま移植しようとされているんですね、これきっと。それはそれでうまく機動す

ればそれでいいんやろうとは思いますので、私はその大所帯でやるとなかなか見えにく

くなるので、それぞれの機関の方々を選抜してきちっとやったほうができるんではない

かなと思いますけれども、それはそれでそちらさんがやられることでございますので。 

  ただ一つ、プロジェクトチームの中に私のほうもちょっと意見を言わせておいてほし

いんですけれども、人口減尐対策に係る部分として、ここにも書いていますように１万

人を平成５２年度に目標人口を定めておられます。そのことからすれば、今後の残る

４年の３１年までの前期期間の部分と合わさって、非常に前期の４年間というのが大事

やというふうに思いますので、そのプロジェクトチームの中に人口減尐対策で合計特殊

出生率の推移とか、そういうようなものを専門的にきちっと取り扱うようなチームをつ

くっていただいて、それぞれの関係部署から職員さんを募られて、そういうチームを立

ち上げて、そこで見守っていくというのが非常に大事やと思います。そこで、いつも資

料もらっています社会動態とか自然動態の転入・転出とか、出生・死亡、そういうよう

なものもきちっと分析して、また合計特殊出生率の部分を京都府頼みじゃなくて自分と

ころできちっと管理していく、また空き家対策の転入部分についても移住とか、その辺
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の部分についてもきちっとここのプロジェクトがきちっと推進役を図る。また分析も評

価もできると、こういうチームをつくって平成５２年の１万人の目標に向けてきちっと

整理していくというチームが庁内に必要やと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（田中 修） 奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） ご指摘の件、ごもっともかと存じます。現在確かに尐子化

対策プロジェクトですとか、そういうハートまちプロジェクトですとか、各それぞれの

プロジェクトチームという形になってございますが、今ご指摘のような町の人口にかか

わるような根幹的、総合的なところの議論をするような、そういうチームといいますか、

体制等につきましても内部で十分議論していきたいと考えております。以上でございま

す。 

○議長（田中 修） 稲石議員。 

○議員（稲石義一） 今までの本町の行政側の組織を見ていますと、そういうこと、計画

は先ほどのＰＤＣＡと一緒なんですけれども、計画立ててそのままほっとかはるわけで

す。それをきちっとやり遂げるための意志がそれぞれのチームに働いていかない。それ

は何でや言うたら、今まで計画立ててそのままほったるいう習慣が、職場風土みたいな

のがあるからです、本町の行政機関の中に。それをきちっとチェックして、それこそが

プランドゥシーでアクションのＰＤＣＡサイクルの基本。この計画書には書いてあるけ

れども、もう結果論で、もうきっと議会では議論しましたけれども１万人はいかがなも

んやいうて言うても、それは強い意志で１万人を目標とするんや言うて、委員会ごとに

答弁されたんですから、それをきちっと達成するための力を働かさんとだめです。それ

でそのためには職員も全員駒として動かさなだめですよ。ほっといたら本当に社人研が

言うような７，３００とか４００の数字になります。この辺はやっぱりきちっと議会に

あんだけの覚悟を述べられたんですから、その体制を整えて職員一丸となってやっても

らわんと、議会も住民も頑張らへんです。この辺について副町長は１万人をきちっと約

束されたんですから、この辺の体制も含めてどのようにお思いなんでしょうか、お聞き

します。 

○議長（田中 修） 副町長。 

○副町長（田中雅和） まず、体制もあれですけれども、まず、当初、今年度は、平成

２８年度は、町創生、あるいは総合戦略の第１年、初年度になるということで、まず

４月当初から先ほどの所属長会議や本部会議という話もありましたけれども、まずは町

長がまず宣言といいますか、今年度は大変重要な年であると、そういうところが始まっ
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ております。そういう意味では先ほど副議長さんもご指摘の特別な人口、特に私も人口

については大変危惧……２７年度、４８人の出生であったということで危惧しておりま

す。そういう面で、まずは初年度に当たりまして町長のほうからそういった重大な宣言、

今年度は大変重要であるということを受けまして、まず、管理職はもちろんのこと町職

員全員で当たっていこうということで出発したことは事実です。今後、今おっしゃった

ＰＤＣの話もありますし、また別途人口についてはそういった会議等を設けるというの

は十分内部のほうでも検討もさせていただいて対応していきたいと思います。そういう

中でＰＤＣＡに関しましては私自身もまずは実際のやっている結果を報告する、まずＰ

をして計画して、実際行って、それがどうなっているかというのは特に中間的にも大変

重要だと、そういうふうに思っております。そういう面でこの事業執行につきましては、

各常任委員会さんのほうでも報告させてもらっていますけれども、そういう中でもＫＰ

Ｉという指標も考えている中で、それは人口とあるいはこちらの流入人口もあれば、流

出の差分の話、特に今年度は流入実数をプラスマイナスゼロというふうにしかしており

ません。そういった途中経過も含みましてチェックするというようなこと、大変重要な

んですけれども、それらにつきましてできるだけ議会のほうにも報告する中で、再度自

分自身も律するという意味も含みまして、いろんな工夫を重ねていく中で、特に人口問

題につきましてはやっていきたい。 

  ただ、人口につきましてはそういったまとめはしておりませんけれども、若手チーム

を中心にいろんな婚活も含め、あるいは今回工業団地のほうとの意見の交換もし、現在

の町における子育て、あるいはそういった出生も含め合わせしていろんな民間といいま

すか、町が意見をいろいろ聞く中で、今後、施策を推していきたいと、いろんな町が特

に工業団地の方は町外から勤めておられる方もありますから、町の中で現在進めておる

施策にさらにどんなことをやっていったらいいか、そのあたりのご意見を聞く中でいろ

いろ昨年度と比べまして本年度は幅広くいろんな意見も踏まえながら、さらにＰＤにつ

いてはチェックして、新たにアクションを起こそうというふうに考えておりますので、

今後ともまた議会の皆様方にご指導賜る中で進めていきたいというふうに思っておりま

す。よろしくお願いします。 

○議長（田中 修） 稲石議員。 

○議員（稲石義一） そのような何度とわたって議会のほうには１万人についての議論を

させていただきましたので、やはりそれなりの覚悟を持って特別職の皆さん方について

は職員の方々を引っ張っていくという重要な役割を担っておられるんですから、そのよ
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うにやっていただきたいなというふうに思います。 

  ただ、スタートの年である認識と大変重要であるんでということも申されたんですけ

れども、何度も繰り返しますけれども、今回の６月補正のこのいえば先駆タイプのやつ

については非常に私としてはがっかりしておるわけです。本当やったら１億ぐらいの事

業のメニューをばあっと連ねて５，０００万をもらいに行くということぐらいをやって

もらわんと、それで採択されてもそれぐらいになるんですから、不採択になる可能性も

あるんですから、普通考えれば５，０００万もうて１億円の事業をこしらえたら、不採

択になることを考えれば倍持って行くとか、普通はそうしますよ。全部が全部採択され

るという確約はないんですから。その辺はやっぱりこの８７０万は非常にがっかりして

おるんです。だから、そういうことも含めて、今後何かのそういうようなものが情報を

キャッチされれば、やはり先ほどおっしゃったように非常に重要ですので、プロジェク

トチームでいろいろなものをもう準備して、ストックをいっぱいこしらえておいて、そ

れに名乗りを上げるというようなことが一番大事やというふうに思っていますので、私

の期待を裏切らんようにはしていただきたいなと、これは要望でありますので、以上で

終わっておきます。 

○議長（田中 修） よろしいか。 

  ほかに何かございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） ないようでございますので、次に移ります。 

  日程第２、平成２８年第３回（９月）定例会の日程予定でございます。 

  ２２日に議会運営委員会が開催されまして、お手元に配付のとおりの日程、いわゆる

予定となりましたので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

  日程第３、その他何かございませんか。 

  議員のほう、何かございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 当局側ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） それでは、ほかにないようでございますので、これで全員協議会を

終わります。本日は皆さん、大変ご苦労さんでございました。 

閉  会   午前１１時４５分 
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